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第１１回 とちぎ食品安全フォーラム 
～牛海綿状脳症（ＢＳＥ）対策の見直しについて～ 

 

■日 時  ２０１３年６月５日（水）午後１時３０分～午後４時 

■会 場  栃木県総合文化センター 

■主 催 栃木県・宇都宮市 
 

よつ葉生協の地産地消の取り組み 

群馬県、栃木県、茨城県の農産物、加工品をお勧めし、農業体

験をその生産者の畑や田んぼで、農家さんの協力で行っていま

す。組合員さんがブロッコリーを注文して食べ、生産者の畑で農業

体験を一緒に行うことでつながります。つながりで安心が見えてき

ます。 

種まき、草取り、収穫、田植え、生物調査、稲刈りと 20 年以上続

けている里山の落葉さらいは、大事な有機肥料の素になります。 

２年後に食べるブロッコリーの肥料になります。 

地産地消は「産地から食卓まで」見える食農教育を実感できま

す。日本の食、農業を考えるスタートが地産地消です。 

 

よつ葉生活協同組合 

会長理事  竹内明子 

今年も早、５ヶ月が過ぎました。そして、この間の季

節の移ろいは、初夏のような陽気の翌日に１０℃も下が

ったりとあまりにめまぐるしく、激しい気候変動に体が

ついて行かないという声を数多く聞きました。 

古来より日本は、ゆっくりと時を刻みながら、季節が

移り変わってきました。それは例えば、冬から春へ段々

と移りゆく様が鮮やかに詠われた「梅一輪一輪ほどのあ

たたかさ」といった歌に、奈良の「お水取り」を始めと

する各地の春を告げる行事に表れています。春夏秋冬の

緩やかな移ろいは、この国の人々の暮らしに深く関わ

り、文化を形成してきました。そしてこの緩やかな四季

の移ろいに適応してきたのは人だけではなく、この地に

生きとし生けるものがこの環境に順応し、その季節の流

れの中に自らの役割を果たしてきました。しかし、まる

で春秋を失ったような近年の激しい気候の変化は、生物

世界にいったいどのような影響をもたらすのか不安を

禁じえません。 

世界各地で起こっている異常気象の要因である温暖

化に対しては、気候変動枠組み条約が作られ、締約国の

間で世界的な議題として認識されてきました。この条約

の締約国会議を牽引してきたのはＥＵ諸国でしたが、Ｅ

Ｕを襲った経済不況の嵐にトーンダウンしてきている

と報じられています。経済発展と環境問題の間に折り合

いをつけるには、環境の視点から経済発展を考えて行く

ことが必要であると思うのですが、長い歴史で培われて

きた視点を変えるのは容易ではないようです。 

また環境への負荷が非常に高い人が引き起こす大過、

今も絶えることのない戦争や紛争は、国家間の経済格差

や国内の貧富の差に起因することが少なくないと思い

ます。しかし、この状況を打開する方策の一翼として、

経済活動に組合員が直接参加する協同組合の力の可能

性は非常に大きいと考えています。国際協同組合同盟

（ＩＣＡ）は、協同組合年であった昨年１０月に臨時総

会を行って２０２０年に向けて計画を承認しました。世

界中の協同組合がその計画に向けて行動して行きます。

私たち日本の協同組合も真に人権が尊重され、豊かな社

会になれるような活動を進めて行かねばならないと思

います。 
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ソーシャルファーム小山開設 

３月より、就労継続支援Ａ型、就労移行支援を提供する多機能事業所としてソーシャルファーム小山を開設しま

した。今回は農場ではなく、企業からの請負作業を中心に、通常企業で直接雇用されることが困難な方に対して

支援付き雇用・訓練を実施し、一般就労に向けて支援します。 

主な訓練メニュー 

① ビジネスマナーの習得を目的とした講義 
② コミュニケーションスキルの習得を目的としたＳＳＴ（社会生活技能訓練）やロールプレイ 
③ 事業所内での作業訓練や企業内での就業体験や実習 

県南地域で、障害者の方が様々な仕事を体験できる実習先や、一般就労での受入れ企業を募集しています。各

生協の皆様のご支援、ご協力をいただければ幸いです。 

とちぎ労働福祉事業団 

新しい明日へ 



 

「ふれあいお茶会」 

2011 年 6 月から栃木県生協連、社会福祉法人ふれあいコープ、ＮＰＯ法人ウィズの

3 団体で開始したふれあいお茶会は、今年 5 月で 21 回を数え延べ 500 人の参加があ

りました。この間、福島県避難者支援課、福島県就職応援センター、とちぎ暮らし応援

会、とちぎ労働福祉事業団の協力を得たことで暮らしの困りごと等の情報を数多くお

届けすることが出来ました。また避難者の方々の声をまとめ福島県に要望書として提

出し回答も得られました。毎回スタッフが作る軽食は好評でおしゃべりには欠かせない

ものとなり、昨年の 12 月には会場となっている特別養護老人ホームみどりの施設の

方々とクリスマス会を行い、入居者の皆さんと歌やゲームを楽しみました。また 3 月に

はとちぎテレビ「東日本大震災とちぎ復旧・復興の記録」の特集番組に、これまでのお

茶会の歩みや避難者の方々とスタッフの交流の様子が放送されました。 

避難生活が長期化する中で、他県へ引っ越し新たな生活を始める方もいらっしゃい

ますが、未だ引きこもっている方、孤立している方がいると聞いています。これからも

避難者の方たちのつながり場として継続していくこととしています。 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災から 2 年が経過しました。 

栃木県生活協同組合連合会では、これまで被災地への物的人的支援をはじめ、いわき市四倉中核工業団地仮設で

のお茶会、福島から避難されてきた方を対象にしたふれあいお茶会、また放射性物質の安全性に関する学習会を行っ

てまいりました。今回は「ふれあいお茶会」と「食の安全安心とちぎ消費者セミナー」の取り組みを紹介いたします。 
 
 

昨年2012年は国連が定めた国際協同組合年で、栃木県においても2011年9月、12団体で国際協同組合年栃木県実行委

員会を設立しました。協同組合の価値や役割を県民に知っていただくために、2011 年 12 月 17 日に「国際協同組合年記念講

演会」、2012年6月23日に「協同まつり」、12月5日には「協同組合交流会」の記念事業をすすめてまいりました。また栃木県

生活協同組合連合会が独自で次世代のリーダー育成のための「国際協同組合年ワーキングチーム」をつくりました。今回は

「協同組合交流会」と１年間の締めくくりである「国際協同組合年ワーキングチーム報告会」の様子を紹介いたします。 

 

県北地区 

日 時  ２０１２年 ６月２０日（水） 

午後１時３０分～４時３０分 

（開場：午後１時） 

会 場 那須塩原市三島ホール 

2012 年度「食の安全安心とちぎ消費者セミナー事業」の報告 

2011 年 3 月 11 日の原子力発電所の事故発生直後から、食の安全ネットワーク

（構成：食品企業、百貨店、消費者団体、生協、ＪＡ等、１３団体）は、放射性物質の

問題について県民の方を対象とした学習会を続けて参りました。 

2012 年度に入ってからの学習会は栃木県からの委託を受けて、消費者セミナー

事業として 10 月から 3 月までの 6 ヶ月間に渡って、延べ 20 会場で開催することにな

りました。そして、このセミナーを開催するにあたっては、次の 3 点を確認し、大切に

しました。 

1．子育て層、男性など、この様なセミナーに参加し難い方々が参加出来易いようにする。 

2．質問し易くする。 

3．参加した方達が科学的に考え、判断出来るような内容にする。 

食の安全ネットワークに参加している団体の中で、今回の消費者セミナーを開催することになった各団体は、それぞ

れが持つ個性を生かして目的を達成する事が出来ました。 

こうして県内各地でセミナーを開催してきた事で、まだまだ放射性物質に対し

ての理解が不足しており、リスクコミュニケーションが発信者側の認識とは異な

っており、現場、つまり受けて側では未だ不十分であるという事を実感しました。 

参加者（1,774 人）からのアンケートでは、1,103 人からの声が集まり、約９割

の方が参考になったことが寄せられました。 

以上のような教訓は、今後の活動に引き継いでいくこととしています。 

    
2012 年 12 月 5 日、宇都宮東武ホテルグランデにおいて栃木県実行委員会を中

心に行政関係者、学識者、報道関係者を交えて、事例報告会、懇親会のⅡ部構成

で開催されました。現代社会の課題について各団体の取り組みが報告され協同組

合間の共通認識と交流の場となりました。 
 

  事 例 報 告 の内 容  

ＪＡしもつけ JA と農 業 生 産 法 人 との協 同 による地 域 の活 性 化 について  

ＪＡ栃木青年部 JA 栃 木 青 年 部 連 盟 の活 動 について（日 本 の農 業 は俺 達 が創 る）  

ＪＡおやま女性会 女 性 会 の輪 、そして心 の絆  

栃木県森林組合連合会 森 林 ・林 業 再 生 に向 けた森 林 組 合 の役 割  

全労済栃木県本部 国 際 協 同 組 合 年 における全 労 済 栃 木 県 本 部 の取 り組 みについて  

とちぎコープ生協 栃 木 県 生 協 連 のくらし部 会 の活 動 報 告 、とちぎコープの組 合 員 活 動 報 告  

栃木保健医療生協 生協連内の国際協同組合年ワーキングチームの活動と医療生協の取り組み報告 

 

    
2013 年 3 月 14 日、福祉センターにおいて行政関係者を交えて開催されました。

2011 年 8 月に発足した国際協同組合年ワーキングチームは、これまで月 1 回 17

回の学習会を実施しました。その場は協同組合の理念や原則についての学習と合

わせて各団体の日頃の取り組みが報告され、参加者自身の仕事に反映される方

法で進められました。相互理解を深めるとともに自生協を振り返り、今後のあり方を

考える機会となりました。国際協同組合年の期間だけで終わらせずに、今後も継続

していく必要性があることを確認しました。 

参加者アンケートの結果 

 

国際協同組合年ワーキングチーム報告会 

協同組合交流会 

回 
学習会内容 

共通テーマ；協同組合の役割と未来 
学習会参考文献 

１ 
国際協同組合年に向けて・賀川豊彦献身 100 年から 

農協の歴史と課題 

・協同組合の役割と未来（家の光協会） 

・協同組合憲章草案(第 1 次案） 

・2012 国際協同組合年てなあに 

・協同組合憲章がめざすもの 

・21 世紀の新協同組合原則 
２ 

全労済栃木県本部の歴史と理念 

とちぎコープ生協の歴史と理念 経営組織における理念の重要性 

３ 栃木県学校生協の歴史と理念 生活クラブ生協の歴史と理念 

４ 栃木県職員生協の歴史と理念 よつ葉生協の歴史と理念 チームメンバー ( ９会員 11 名) 

５ 栃木保健医療生協の歴史と理念 助言者：宇都宮大学 農学部 

原田淳 准教授 

宇都宮大学農学部 

神代英昭 准教授 

会 員： 栃木県学校生協 

栃木県職員生協 

生活クラブ生協・全労済栃木県本部 

とちぎコープ生協・よつ葉生協 

栃木保健医療生協・ふれあいコープ 

とちぎ労働福祉事業団 

６ ふれあいコープの歴史と理念 フードシステムについて 

７ とちぎ労働福祉事業団の歴史と理念 

８ 2012 国際協同組合年てなあに 

９ 協同組合の源流について 

１０ 協同組合憲章草案 

１１．１２ 協同組合憲章がめざすもの 

13 栃木県若年者支援機構の取組み 

14～17 協同組合原則等から見た自組織の 2012 年度上期のまとめ 

 


